
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況
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④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

目標年度 令和15年度

市町村名
(市町村コード)

鹿児島市

(46201)

地域名
（地域内農業集落名）

喜入瀬々串

（ 瀬々串上、瀬々串中、瀬々串下、浜田 ）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和6年3月29日

更新年月日
令和7年9月26日

（第4回）

2.2

0.8

（備考）

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 51.6

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 51.4

②　田の面積 0.0

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 51.6

現状の集積率 45.1 ％ 将来の目標とする集積率 46.0

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

・当地域は、市場に近い有利性を活かし、ダイコン等の露地野菜の栽培が盛んな地域である。
・特に、瀬々串上集落には、担い手が6名おり、基盤整備がなされた条件の良い農地で農業が営まれている。
・一方、それ以外の集落の農地は、狭小で宅地化が進んでいる地域もあることから、今後担い手が耕作する予定もな
く、農地利用を検討していく必要がある。

・ダイコン、オクラ、スイートコーンなどの露地野菜の栽培を引き続き行う。
・トレビスの栽培面積が増えており、リレー出荷が行えるよう栽培体系を確立していく。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

　現状の栽培面積から拡大を希望する担い手が少ないことから、担い手への農地集積はあまり進まないことが見込ま
れる。今後は、農業を担う者の農地利用の推進や新規就農者の受け入れにより遊休農地の発生を防止する必要が
ある。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

　耕作者間で合意が得られれば、農地を交換するなど集約化を図る。




